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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第26期
第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 3,444,966 2,831,565 5,041,393

経常利益又は経常損失(△) (千円) 329,379 △63,645 510,309

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(千円) 285,012 △86,642 449,933

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 303,131 △82,402 471,231

純資産額 (千円) 1,806,129 1,891,827 1,974,230

総資産額 (千円) 5,998,460 6,012,963 6,198,337

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 2,070.11 △629.31 3,267.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.1 31.5 31.9

　

回次
第26期
第３四半期
連結会計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △322.98 △1,316.95

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第26期第３四半期連結累計期間及び第26
期には潜在株式は存在しますが希薄化効果を有しないため、第27期第３四半期連結累計期間には潜在株式が
存在しないため、記載しておりません。　

４．第26期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当社グループは製品競争力の向上、営業力の強化、継続的なコスト削減に取り組んでまいりました。

当第３四半期連結累計期間の連結業績は、主力製品である画像処理外観検査装置の売上減少により、売

上高2,831百万円(前年同期比17.8％減)、営業損失40百万円(前年同期は営業利益347百万円)、経常損失

63百万円(前年同期は経常利益329百万円)、四半期純損失は86百万円(前年同期は四半期純利益285百万

円)となりました。 　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

日本では、画像処理外観検査装置の販売、受注がFPDメーカーによる投資計画見直しの影響を受けま

した。この結果、売上高は2,437百万円(前年同期比21.6％減)、セグメント損失は30百万円(前年同期は

セグメント利益333百万円)となりました。 

　米国では、CAD/CAMソフト「KEYCREATOR」の販売が好調でしたが、積極的な営業活動による経費が増加

しました。この結果、売上高は173百万円(前年同期比8.9％増)、セグメント損失は65百万円(前年同期は

セグメント損失48百万円)となりました。

　韓国では、画像処理外観検査装置の部品販売が韓国ユーザー向けで順調に推移しました。この結果、売

上高は221百万円(前年同期比23.7％増)、セグメント利益は22百万円(前年同期比4.7％増)となりまし

た。

　なお、従来「その他」セグメントに含まれていた「韓国」について量的な重要性が増したため報告セ

グメントとして記載する方法に変更しております。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ185百万円減少しました。

流動資産は現金預金の増加85百万円、売上債権の減少102百万円、棚卸資産の減少147百万円などから

129百万円減少し、固定資産は減価償却などにより56百万円減少しております。

　負債は、前連結会計年度末に比べ102百万円減少しました。流動負債は仕入債務の減少605百万円、短期

借入金の増加207百万円などから494百万円減少し、固定負債は長期借入金の増加389百万円などにより

391百万円増加しております。

　純資産は、四半期純損失86百万円の計上などにより、純資産合計が82百万円減少しました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

  当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は106百万円であります。

　
(5) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、受注の実績が減少しております。FPD市場においては大型パネ

ル分野については供給過剰と価格下落による市場環境の悪化を背景に設備投資が抑制されておりま

す。一方、携帯情報端末などの中小型パネル市場については好調を維持しておりますが、競争激化が懸

念されております。このような状況から、FPDメーカーの投資計画が変動し、日本セグメントの主力製品

である画像処理外観検査装置の受注が減少したためであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 400,000

計 400,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 138,300 138,300
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株制度を採用しており
ません。

計 138,300 138,300 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 138,300― 1,951,750― ―

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 620

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 137,680 137,680 ―

発行済株式総数 138,300 ― ―

総株主の議決権 ― 137,680 ―

(注） 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
クボテック株式会社

大阪市北区中之島４丁目
３番36号　玉江橋ビル内

620 ― 620 0.45

計 ― 620 ― 620 0.45

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,364,087 2,449,175

受取手形及び売掛金 1,015,575 913,172

商品及び製品 3,458 3,773

仕掛品 528,538 390,726

原材料及び貯蔵品 252,279 242,504

その他 68,662 101,081

貸倒引当金 △63,321 △60,367

流動資産合計 4,169,279 4,040,066

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 537,202 516,565

土地 1,117,578 1,117,578

その他（純額） 75,704 67,455

有形固定資産合計 1,730,485 1,701,599

無形固定資産

のれん 76,666 61,666

ソフトウエア 134,317 145,105

その他 2,285 2,285

無形固定資産合計 213,269 209,057

投資その他の資産

その他 104,727 62,240

貸倒引当金 △19,425 －

投資その他の資産合計 85,302 62,240

固定資産合計 2,029,057 1,972,897

資産合計 6,198,337 6,012,963

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 901,649 ※
 296,311

短期借入金 1,921,000 2,128,000

未払法人税等 61,529 5,284

賞与引当金 － 10,200

その他 395,449 345,699

流動負債合計 3,279,628 2,785,495

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 794,000 1,183,000

繰延税金負債 425 －

退職給付引当金 42,527 48,278

その他 7,525 4,363

固定負債合計 944,478 1,335,641

負債合計 4,224,107 4,121,136

EDINET提出書類

クボテック株式会社(E02337)

四半期報告書

 8/18



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,951,750 1,951,750

利益剰余金 47,559 △39,082

自己株式 △81,658 △81,658

株主資本合計 1,917,651 1,831,009

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 612 △2,470

為替換算調整勘定 55,965 63,288

その他の包括利益累計額合計 56,578 60,818

純資産合計 1,974,230 1,891,827

負債純資産合計 6,198,337 6,012,963
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 3,444,966 2,831,565

売上原価 2,311,859 2,003,166

売上総利益 1,133,106 828,398

販売費及び一般管理費 785,726 868,716

営業利益又は営業損失（△） 347,380 △40,318

営業外収益

受取利息 272 270

受取配当金 74 117

受取賃貸料 8,605 8,301

為替差益 1,495 －

その他 113 806

営業外収益合計 10,561 9,496

営業外費用

支払利息 28,375 23,998

為替差損 － 8,800

その他 186 25

営業外費用合計 28,561 32,824

経常利益又は経常損失（△） 329,379 △63,645

特別利益

固定資産売却益 9,523 －

その他 1,565 －

特別利益合計 11,089 －

特別損失

固定資産売却損 － 5

固定資産除却損 4,117 －

関係会社出資金評価損 － 13,545

特別損失合計 4,117 13,550

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

336,351 △77,196

法人税等 51,338 9,446

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

285,012 △86,642

四半期純利益又は四半期純損失（△） 285,012 △86,642
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

285,012 △86,642

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,203 △3,082

為替換算調整勘定 19,321 7,322

その他の包括利益合計 18,118 4,240

四半期包括利益 303,131 △82,402

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 303,131 △82,402

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

　

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

賞与引当金

前連結会計年度末においては、従業員賞与の確定額を流動負債の「その他」として36,884千円計上しておりま

したが、当第３四半期連結累計期間は支給額が確定していないため、賞与支給見込額のうち当第３四半期連結累計

期間負担額を「賞与引当金」として計上しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

　※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

支払手形 ― 支払手形 34,660千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 163,181千円 減価償却費 155,858千円

のれんの償却額 15,000 のれんの償却額 15,000

　

(株主資本等関係)

　

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
日本 米国 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,107,320158,8433,266,164178,8023,444,966

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

116,630 9,088 125,718 27,316 153,034

計 3,223,950167,9313,391,882206,1183,598,000

セグメント利益又は損失(△) 333,530△48,935 284,595 21,588 306,183

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、韓国の現地法人の事業活動を含ん

でいます。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 284,595

「その他」の区分の利益 21,588

セグメント間取引消去 5,491

その他 35,705

四半期連結損益計算書の営業利益 347,380

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
日本 米国 韓国

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,437,419 173,011 221,133 2,831,565

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

126,021 10,172 37,488 173,683

計 2,563,441 183,184 258,621 3,005,248

セグメント利益又は損失(△) △30,685 △65,998 22,601 △74,082

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △74,082

セグメント間取引消去 4,940

その他 28,823

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △40,318

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間から、前連結会計年度において「その他」に含まれていた「韓国」について

量的な重要性が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

当該変更に伴う四半期連結累計期間に係る報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関

する情報に与える影響は以下のとおりです。

変更前の方法によった場合と比べ、報告セグメント計の外部顧客への売上高が221,133千円増加し、セ

グメント損失が22,601千円減少しております。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期
純損失金額（△）

2,070円11銭 △629円31銭

    (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) 285,012 △86,642

    普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失
金額(△)(千円)

285,012 △86,642

    普通株式の期中平均株式数(株) 137,680 137,680

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間には潜在株式は存在しま

すが希薄化効果を有しないため、当第３四半期連結累計期間には潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月13日

クボテック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士　　 中 川 一 之 印
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   和田林  一  毅 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクボ
テック株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23
年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クボテック株式会社及び連結子会社の平成23
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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